
『風に
紅
葉
』
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て

岸
　
本
　
い
　
く
　
恵

　中
世
物
語
の
一
つ
で
あ
る
『
風
に
紅
葉
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
室
町
期
の
一
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
活
字
本
も
『
桂

宮
本
叢
書
』
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　主
人
公
大
将
の
妹
で
あ
る
宣
耀
殿
女
御
は
春
宮
の
女
御
で
あ
り
、
二
度
目
の
懐
妊
を
す
る
が
、
祈
濤
の
甲
斐
も
な
く
、
夏
頃
か
ら
日
増

し
に
衰
弱
す
る
。
そ
こ
で
大
将
自
ら
使
者
に
立
ち
、
唐
帰
り
の
高
徳
の
僧
を
招
聰
す
る
た
め
、
難
波
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
途
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中
に
見
え
る
道
行
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
一
般
に
道
行
文
と
は
、
旅
の
経
過
の
地
名
列
挙
の
あ
る
こ
と
、
進
行
性
の
表
現
で
あ
る
こ
と
、
韻
文
で
あ
る
こ
と
の
共
通
の
要
素
が
あ

る
。
ま
た
、
掛
詞
と
古
歌
引
用
と
い
う
修
辞
が
あ
る
場
合
も
多
い
。
（
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ノ
モ
ト
ア
ソ
ン
フ
タ
タ
ビ
　
　
　
　
ゲ
カ
ウ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ク
ク
ワ

　ち
な
み
に
、
室
町
時
代
の
道
行
文
の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る
『
太
平
記
』
巻
第
二
「
俊
基
朝
臣
再
関
東
下
向
事
」
（
2
）
は
、
「
落
下
ノ

　
　
フ
ミ
　
　
　
　
　
カ
タ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ミ
ヂ
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
カ
ヘ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
キ
　
　
　
ト
メ
　
　
ア
フ
サ
カ
　
　
　
　
　
　
　
シ
ミ
ゾ
　
　
　
　
ヌ
レ
　
　
　
　
ス
ヱ
　
　
ヤ
マ
ヂ

雪
二
踏
迷
フ
、
片
野
ノ
春
ノ
桜
ガ
リ
、
紅
葉
ノ
錦
ヲ
衣
テ
帰
」
で
始
ま
り
、
「
憂
ヲ
バ
留
ヌ
相
坂
ノ
、
関
ノ
清
水
二
袖
濡
テ
、
末
ハ
山
路

　
ウ
チ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ル
カ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ク
　
　
ミ
　
　
ウ
キ
フ
ネ
　
　
ウ
キ
ン
ヅ

ヲ
打
出
ノ
浜
、
沖
ヲ
遙
見
渡
セ
バ
、
塩
ナ
ラ
ヌ
海
ニ
コ
ガ
レ
行
、
身
ヲ
浮
舟
ノ
浮
沈
ミ
（
後
略
）
」
の
よ
う
に
、
俊
基
が
関
東
へ
送
ら

れる
ま
で
の
旅
の
経
過
を
地
名
・
歌
枕
を
多
数
入
れ
、
掛
詞
・
縁
語
等
を
駆
使
し
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
進
行
と
旅
情
を
表
現
し
て
い
る
。

　
『風
に

紅葉
』
の
場
合
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
原
文
を
記
す
。
（
3
）

　
　
御
め

のと
の
民
部
卿
、
そ
の
子
と
も
、
さ
ら
て
も
む
つ
ま
し
き
殿
上
人
二
三
人
に
て
、
八
月
廿
日
あ
ま
り
の
あ
り
あ
け
の
月
と
・
も



　
　に
、
御
ふ
ね
に
め
す
、
と
は
た
の
を
も
、
よ
と
の
わ
た
り
、
な
か
ら
の
は
し
の
ふ
る
き
あ
と
、
い
ま
つ
、
は
し
か
も
と
、
ほ
と
な
く

　
　す
き
て
、
わ
た
の
へ
や
、
大
え
の
き
し
に
つ
き
ぬ
れ
は
、
く
も
ゐ
に
見
ゆ
る
い
こ
ま
や
ま
な
と
、
な
ら
は
す
め
つ
ら
し
う
お
ほ
す
、

　
　
いま
た
あ
か
き
程
に
、
な
に
は
の
て
ら
に
ま
い
り
つ
き
給
え
り
。
と
う
行
ち
う
し
ん
の
思
ひ
な
し
と
い
ひ
、
心
の
ち
り
を
す
・
く
ら

　
　
ん

か
め井
の
水
を
む
す
ひ
あ
け
て
も
、
物
こ
と
に
御
心
す
み
つ
・
、
か
の
ひ
し
り
た
つ
ね
さ
せ
給
へ
は
、
す
み
よ
し
に
侍
よ
し
申
せ

　
　は
、
つ
き
の
日
そ
、
御
む
ま
に
て
わ
た
り
給
、
す
・
き
か
る
か
や
な
と
、
あ
き
の
草
と
も
・
、
宮
こ
よ
り
は
ほ
の
か
に
あ
は
れ
け
に

　
　て
、
み
ち
す
か
ら
心
ほ
そ
し
、
あ
へ
の
・
わ
う
し
な
と
い
ふ
わ
た
り
す
き
て
ま
い
り
つ
き
給
へ
れ
は
、
あ
け
の
た
ま
か
き
神
さ
ひ
て
、

　
　さ
こ
そ
は
け
ん
て
う
な
る
ら
め
と
、
ま
こ
と
に
し
ん
も
を
こ
り
ぬ
へ
し
、

　こ
の
簡
単
な
道
行
文
に
は
、
「
と
は
た
の
を
も
」
「
よ
と
の
わ
た
り
」
「
な
か
ら
の
は
し
の
ふ
る
き
あ
と
」
「
い
ま
つ
」
「
は
し
か
も
と
」

「わ
た
の
へ
」
「
大
え
」
「
い
こ
ま
や
ま
」
「
な
に
は
の
て
ら
」
「
か
め
井
の
水
」
「
す
み
よ
し
」
「
あ
へ
の
・
わ
う
し
」
の
地
名
が
あ
げ
ら
れ
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る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
歌
枕
だ
け
で
な
く
、
単
な
る
地
名
も
あ
る
が
、
以
下
に
各
地
名
の
検
討
を
試
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

「と
は
た
の
を
も
」
は
「
鳥
羽
田
の
面
」
。
「
鳥
羽
田
」
は
、
鳥
羽
に
あ
る
田
の
意
で
、
鳥
羽
は
、
現
在
、
京
都
市
伏
見
区
。
古
代
の
紀

伊郡
鳥
羽
郷
の
地
で
、
平
安
京
の
南
に
接
し
、
桂
川
と
鴨
川
の
合
流
点
に
近
い
低
湿
な
平
野
。
歌
枕
で
、
『
八
雲
御
抄
』
な
ど
に
記
さ
れ

て
い
る
。
『
五
畿
内
志
』
「
山
城
志
」
（
4
）
に
は
、

　
　
やま
し
ろ
の
と
ば
た
の
お
も
を
み
わ
た
せ
ば
ほ
の
か
に
け
さ
ぞ
秋
風
は
ふ
く
（
「
題
不
知
」
好
忠
・
『
詞
花
集
』
八
二
）

の

歌
が見
え
る
（
5
）
。
他
に
鳥
羽
田
の
面
を
詠
ん
だ
歌
に
、

　
　お
ほ
え
山
か
た
ぶ
く
月
の
影
さ
え
て
と
ば
た
の
面
に
お
つ
る
か
り
が
ね
（
「
五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
月
前
聞
雁
と
い
ふ
こ
と

　
　を
」
慈
円
・
『
新
古
今
集
』
五
〇
三
）

　
　
露し
げ
き
鳥
羽
田
の
お
も
の
秋
か
ぜ
に
た
ま
ゆ
ら
や
ど
る
よ
ひ
の
い
な
妻
（
「
建
仁
元
年
百
首
御
歌
の
中
に
」
後
鳥
羽
院
・
『
風
雅

『風に
紅
葉
』
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て



「風に
紅
葉
』
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て

　
　集
』
五
八
七
）

な
ど
が
あ
る
。

　
「よ
と
の
わ
た
り
」
は
「
淀
の
渡
」
。
『
淀
川
両
岸
一
覧
』
（
6
）
に
は
、
「
淀
大
渡
」
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ち
が
は
　
　
が
つ

　
　
い
に
し
へ
は
木
津
川
御
牧
の
西
よ
り
北
に
流
れ
、
宇
治
川
に
合
せ
し
大
河
な
り
。
こ
れ
を
舟
わ
た
し
に
せ
し
ゆ
ゑ
、
大
渡
り
と
い
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
た
い
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
こ
ば
し
　
　
　
　
か

　
　り
。
し
か
る
を
豊
大
閤
の
御
時
、
木
津
川
を
南
へ
通
じ
、
大
橋
・
間
小
橋
等
を
架
け
さ
せ
た
ま
ふ
と
そ
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
山
州
名
跡
志
』
（
鯛
京
都
叢
書
本
）
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
ニ

　
　淀
ノ
渡
リ
　
詠
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
二

　
　時
鳥
雲
の
は
つ
か
に
聞
ゆ
也
淀
の
渡
の
む
ら
さ
め
の
そ
ら
　
後
鳥
羽
院

　
　
此頃
は
淀
の
わ
た
り
の
あ
や
め
草
す
ゑ
こ
す
浪
に
か
る
人
も
な
し
　
順
徳
院
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　清
少
納
言
枕
讐
紙
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
セ

　
　
　
卯月
の
晦
日
に
。
長
谷
寺
に
ま
う
ず
と
て
。
淀
の
渡
り
と
い
ふ
も
の
を
せ
し
か
ば
。
舟
に
車
を
か
き
す
へ
て
行
に
。
し
や
う
ぶ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
シ

　
　
　も
な
ど
。
す
ゑ
み
ち
か
く
見
え
し
を
。
と
ら
せ
た
れ
ば
。
い
と
な
が
か
り
け
る
。
こ
も
つ
み
た
る
舟
の
あ
る
岸
こ
そ
い
み
じ
う
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ミ

　
　
　
かし
か
り
し
か
。
た
か
せ
の
淀
に
は
是
を
読
け
る
な
め
り
と
み
え
し

と
あ
る
。
「
淀
の
渡
」
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　
　
い

つ方
に
な
き
て
ゆ
く
ら
む
郭
公
よ
ど
の
わ
た
り
の
ま
だ
よ
ぶ
か
き
に
（
「
天
暦
御
時
御
屏
風
に
、
よ
ど
の
わ
た
り
す
る
人
か
け
る

　
　
所に
」
忠
見
・
『
拾
遺
集
』
一
一
三
）

　
　
風
のお
と
は
と
ば
た
の
面
に
さ
き
だ
ち
ぬ
よ
ど
の
わ
た
り
に
秋
や
き
ぬ
ら
む
（
慈
円
・
『
拾
玉
集
』
一
七
五
七
）

　

「な
か
ら
の
は
し
の
ふ
る
き
あ
と
」
は
「
長
柄
橋
旧
跡
」
。
淀
川
下
流
域
の
新
淀
川
と
淀
川
（
大
川
）
の
分
岐
点
、
明
治
二
九
年
の
淀



川
改
修
以
前
の
中
津
川
と
淀
川
の
分
岐
点
辺
り
を
称
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『摂
津名
所
図
会
』
〔
ヱ
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち
く
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ん
み
よ
う

　
　こ
の
橋
の
旧
跡
、
古
来
よ
り
さ
だ
か
な
ら
ず
。
い
つ
れ
の
世
に
架
け
初
め
て
、
い
つ
れ
の
世
に
朽
壊
れ
け
ん
。
こ
れ
ま
た
分
明
な

　
　
　
　
　
は
し
く
ひ
　
　
　
　
　
　
　
く
ち
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
も
つ
の
う
ら
　
　
　
　
　
　
　
え
ぐ
ち
の
さ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
ね
ざ
き

　
　ら
ず
。
橋
杭
と
称
す
る
朽
木
所
々
に
あ
り
。
（
中
略
）
上
古
は
大
物
浦
よ
り
東
北
江
口
里
、
南
は
福
島
・
浦
江
・
曾
禰
崎
よ
り
北
は

　
　
か
ん
ざ
き

　
　神
崎
川
ま
で
一
面
の
大
江
な
り
。
す
な
は
ち
大
江
の
名
も
こ
れ
よ
り
出
つ
る
。
ま
た
こ
れ
を
難
波
江
・
難
波
入
江
・
難
波
江
の
浦
・

　
　
み
　
つ
　
　
　
　
み
つ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
み
の

　
　
三

津江
・
御
津
浦
と
も
和
歌
に
詠
ま
れ
た
り
。
（
中
略
）
古
来
よ
り
も
今
の
北
長
柄
よ
り
豊
島
郡
垂
水
庄
に
至
る
ま
で
を
長
柄
の
橋

　
　
跡と
い
ふ
（
後
略
）

と
あ
る
。
文
献
上
で
は
、
『
日
本
後
紀
』
（
鞠
編
国
史
大
系
本
）
巻
廿
二
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
三
年
（
八
一
二
∀
六
月
に
、
「
己
丑
。
遣
三
レ

使造
二
摂
津
国
長
柄
橋
一
。
」
と
見
え
る
の
が
一
番
古
く
、
『
文
徳
実
録
』
（
蜥
縮
国
史
大
系
本
）
巻
五
、
文
徳
天
皇
の
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
　
　
　
一
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十月
に
、
「
長
柄
三
国
両
河
。
頃
年
橋
梁
断
絶
。
人
馬
不
レ
通
。
」
と
そ
の
損
壊
が
記
さ
れ
て
い
る
。
歌
枕
と
し
て
も
知
ら
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
いに
し
へ
に
あ
ら
ず
な
が
ら
の
は
し
柱
ふ
り
に
し
跡
を
し
の
ば
ず
も
な
し
（
「
名
所
百
首
歌
め
さ
れ
け
る
時
、
長
柄
橋
」
順
徳
院
・

　
　

『玉葉
集
』
二
〇
七
四
）

　
　さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
名
の
み
な
が
ら
の
橋
柱
く
ち
ず
は
い
ま
の
人
も
し
の
ば
じ
（
「
お
な
じ
心
を
よ
み
侍
り
け
る
」
定
家
・
『
玉
葉
集
』

　
　
二
〇

七五
）

　
　な
に
は
な
る
な
が
ら
の
は
し
も
つ
く
る
な
り
今
は
わ
が
身
を
な
に
に
た
と
へ
む
（
伊
勢
・
『
古
今
集
』
一
〇
五
こ

な
ど
が
あ
る
。
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
今
は
ふ
じ
の
山
も
煙
た
た
ず
な
り
な
が
ら
の
は
し
も
つ
く
る
な
り
と
き
く
人
は
う
た
に
の
み
ぞ

心を
な
ぐ
さ
め
け
る
」
と
い
う
、
新
規
架
橋
を
伝
聞
し
た
表
現
も
あ
る
。
『
袋
草
紙
』
に
は
、
能
因
法
師
が
長
柄
橋
架
橋
の
際
の
鉋
屑
を

も
っ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
『
家
長
日
記
』
『
明
月
記
』
に
は
後
鳥
羽
院
の
御
物
に
水
底
に
朽
ち
残
る
橋
柱
か
ら
造
っ
た
和
歌
所
の
文

「風
に
紅
葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て



「風
に
紅
葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
し

台
が
用
い
ら
れ
て
い
た
記
事
が
見
え
、
珍
重
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
8
）
ま
た
、
『
枕
草
子
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
に
「
橋

　
　
　
　
　
　
　
は
し
　
　
な
が
ら
　
　
　
は
し

は
、
あ
さ
む
つ
の
橋
。
長
柄
の
橋
」
と
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

「
いま
つ
」
「
は
し
か
も
と
」
は
、
「
今
津
」
「
柱
本
」
と
考
え
ら
れ
る
。
『
桂
宮
本
叢
書
』
の
翻
刻
に
よ
れ
ば
「
は
し
か
も
と
」
と
あ
る

が
、
写
本
を
調
査
す
る
と
、
「
か
」
は
明
ら
か
に
「
ら
」
の
誤
読
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
「
柱
本
」
は
、
現
在
も
高
槻
市
柱
本
の
地

名
が
あ
る
。
『
淀
川
両
岸
一
覧
』
（
9
）
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き

　
　
三島
江
村
の
下
に
あ
り
、
い
に
し
へ
御
牧
の
あ
り
し
時
、
中
の
御
牧
と
い
ひ
し
旧
趾
な
り
。
上
の
御
牧
は
前
に
い
ふ
上
牧
村
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
ニ
ほ
　
　
　
　
　
　
と
ニ
う
ど
ニ
ろ

　
　共
に
『
延
喜
式
』
に
出
づ
。
淀
川
の
流
れ
こ
の
辺
り
に
て
土
砂
多
く
滞
る
に
や
、
所
々
に
瀬
を
な
す
ゆ
ゑ
、
通
船
の
さ
し
つ
か
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
　
　
み
　
を
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
り

　
　ざ
る
た
め
に
、
常
に
河
堀
り
の
人
夫
出
で
て
こ
れ
を
凌
へ
水
尾
串
を
立
て
て
水
路
の
便
を
よ
く
す
。
（
後
略
）

と
あ
る
。
『
大
阪
府
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
に
は
、
『
台
記
』
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
三
月
二
一
日
条
に
「
宿
二
柱
本
辺
一
今
夜
密
召
二
江
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

口
遊
女
於
舟
中
一
」
と
見
え
、
淀
川
河
津
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
、
『
山
椀
記
』
治
承
四
年
（
＝
八
〇
）
七
月
一
八
日
条
に
「
未
剋
於
古
　
　
　
　
一

河
乗船
、
於
今
津
日
入
、
乗
燭
之
後
、
留
船
於
柱
本
差
饒
、
月
出
々
船
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
柱
本
付
近
は
今
津
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
柱
本
が
港
湾
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
は
院
政
期
以
後
明
ら
か
で
、
『
古
今
著
聞
集
』
に
も
今
津
の
地
名
が
見
え
る
。

　

「わ
た
の
へ
」
は
「
渡
辺
」
。
現
在
、
大
阪
市
東
区
石
町
八
軒
屋
の
あ
た
り
を
い
う
。
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ガ
ラ

　
　
又渡
部
に
作
る
、
難
波
江
の
渡
口
の
地
を
云
ふ
、
三
代
実
録
云
、
仁
寿
三
年
、
摂
津
国
奏
言
、
長
柄
三
国
両
河
、
頃
年
橋
断
絶
、
人

　
　馬
不
通
、
請
准
堀
江
川
、
置
二
讐
船
、
以
通
済
渡
、
許
之
。
古
事
記
伝
云
、
堀
江
は
渡
辺
と
云
ふ
処
な
り
、
此
江
に
傍
て
南
渡
辺
北

　
　渡
辺
と
て
里
有
り
、
堀
江
の
渡
の
辺
な
る
故
に
渡
辺
と
云
し
な
り
、
橋
の
あ
り
し
時
も
あ
り
渡
辺
橋
と
云
り
き
、
其
橋
は
今
の
天
神

　
　橋
の
あ
た
り
と
そ
。

と
あ
り
、
難
波
江
の
堀
江
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
「
渡
辺
の
津
」
の
名
で
、
平
安
時
代
に
は
わ
が
国
最
大
の
港
と
な
り
、
淀
川



の
水

駅と
し
て
京
・
大
坂
の
交
通
路
、
並
び
に
四
天
王
寺
・
住
吉
・
高
野
山
な
ど
に
参
詣
す
る
要
所
と
な
り
、
特
に
熊
野
詣
が
盛
ん
に

な
っ
て
か
ら
は
旅
人
が
多
く
、
熊
野
王
子
の
一
番
目
渡
辺
王
子
（
窪
津
王
子
）
が
置
か
れ
、
熊
野
詣
の
経
由
地
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

　ま
た
、
「
渡
辺
」
の
起
源
に
つ
い
て
、
『
難
波
古
道
の
研
究
』
亘
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
　
ロ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

　
　
渡
辺と
は
大
江
渡
の
辺
な
る
よ
り
起
つ
た
。
（
中
略
）
古
来
わ
た
の
へ
と
書
く
と
こ
ろ
か
ら
、
海
の
辺
の
転
化
で
あ
る
と
し
て
、
往

　
　
昔
の

難
波津
の
古
地
を
此
処
に
擬
し
、
ひ
い
て
は
こ
の
地
の
古
代
性
を
云
謂
す
る
一
説
も
あ
る
が
、
難
波
津
の
古
地
の
不
明
で
あ
つ

　
　た
時
代
の
こ
と
な
ら
兎
も
角
、
わ
た
の
へ
は
矢
張
わ
た
り
の
へ
の
誰
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

と
い
う
説
も
あ
る
。

　

「大
え
の
き
し
」
は
「
大
江
岸
」
。
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
渡
辺
津
の
一
部
で
、
近
世
に
は
大
川
南
岸
の
天
満
橋
と
天
神
橋
の
間

の浜
、
八
軒
家
付
近
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
『
摂
津
名
所
図
会
』
．
．
．
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　古
歌
の
心
を
按
ず
る
に
天
満
橋
南
爪
、
今
の
八
軒
家
の
浜
な
り
。
こ
れ
よ
り
南
の
方
一
堆
の
丘
山
に
し
て
、
西
北
は
大
江
な
り
。
大
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
う
　
み
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ご
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
う
か

　
　
坂旧
図
を
見
る
に
大
江
橋
・
渡
辺
橋
は
一
橋
二
名
な
り
。
八
軒
屋
と
い
ふ
は
旅
舎
八
家
つ
ら
な
り
て
、
京
師
の
上
下
夜
と
な
く
昼
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
び
す

　
　な
く
入
船
出
船
あ
り
て
喧
し
。
（
後
略
）

と
記
さ
れ
る
。
歌
枕
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　
　
わ
た
の
べ
や
お
ほ
え
の
き
し
に
や
ど
り
し
て
く
も
ゐ
に
み
ゆ
る
い
こ
ま
山
か
な
（
「
つ
の
く
に
に
く
だ
り
て
は
べ
り
け
る
に
旅
宿
遠

　
　
望
心を
よ
み
侍
け
る
」
良
邊
・
『
後
拾
遺
集
」
五
＝
二
）

「風
に
紅
葉
』
の
こ
の
あ
た
り
の
描
写
は
、
こ
の
歌
を
引
歌
に
し
て
い
る
。
な
お
、
三
条
西
実
隆
の
『
高
野
参
詣
日
記
』
（
麟
群
書
類
従

本
）
に
は
、

　
　渡
辺
よ
り
、
能
勢
源
五
郎
輿
馬
な
ど
迎
へ
に
お
こ
せ
て
、
こ
・
よ
り
船
に
の
り
移
り
て
漕
ぎ
出
つ
る
ほ
ど
、
能
因
法
師
が
雲
居
に
見

「
風に
紅
葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て



「
風
に紅
葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て

　
　ゆ
る
伊
駒
山
も
思
ひ
い
で
ら
れ
侍
り
。
（
中
略
）
な
が
ら
の
わ
た
り
す
ぎ
ぬ
る
程
、
心
地
わ
び
し
く
て
尋
ね
も
み
ず
。

のよ
う
に
、
『
風
に
紅
葉
』
と
同
じ
地
名
が
見
え
、
『
後
拾
遺
集
』
の
歌
も
引
歌
に
し
て
い
る
。

　

「
い
こ
ま
や
ま
」
は
、
奈
良
県
の
北
西
部
を
南
北
に
走
り
、
大
阪
府
と
の
境
界
線
を
な
す
生
駒
山
地
の
主
峰
で
あ
る
「
生
駒
山
」
。
畿

内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
に
大
和
盆
地
、
西
に
大
阪
平
野
・
大
阪
湾
を
の
ぞ
み
、
は
る
か
京
都
や
神
戸
ま
で
眺
望
で
き
る
の
で
、
古

来
、
航
海
の
目
印
と
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
に
も
数
々
あ
り
、
胆
駒
山
・
生
馬
山
・
射
駒
山
・
伊
駒
山
と
も

書
か
れ
て
い
る
。
『
伊
勢
物
語
』
『
太
平
記
』
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
歌
枕
で
も
あ
る
。

　
　ひ
さ
か
た
の
く
も
ゐ
に
見
え
し
い
こ
ま
山
は
る
は
か
す
み
の
ふ
も
と
な
り
け
り
（
「
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
」
良
経
・
『
新
勅
撰

　
　集
』
一
二
七
八
）

な
ど
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

　

「な
に
は
の
て
ら
」
は
、
「
難
波
の
寺
」
で
四
天
王
寺
の
こ
と
。
現
在
、
J
R
天
王
寺
駅
の
真
北
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
茶
臼
山
の
北
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
く
　
　
ソ

東に
あ
る
和
宗
総
本
山
。
『
五
畿
内
志
』
の
「
摂
津
志
」
，
毘
）
に
は
、
「
天
王
寺
村
山
号
二
荒
陵
一
一
名
三
津
寺
又
名
難
波
大
寺
」
と
あ
る
。

荒陵
山
四
天
王
寺
敬
田
院
と
号
し
、
本
尊
は
救
世
観
音
。
『
摂
津
名
所
図
会
』
亘
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ん
じ
　
　
　
　
　
　
ニ
う
ふ
と
う
え
い
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
は
で
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
つ

　
　東
生
郡
に
あ
り
。
宗
旨
八
宗
兼
学
、
今
時
天
台
宗
江
府
東
叡
山
日
光
御
門
跡
に
属
す
。
一
名
難
波
寺
、
ま
た
難
波
大
寺
、
ま
た
御
津

　
　
　
の
り
の
は
な
ぞ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
れ
か
は
で
ら

　
　寺
法
花
園
、
ま
た
堀
江
寺
、
ま
た
荒
陵
寺
と
も
い
ふ

と
あ
り
、
『
続
日
本
後
記
』
承
和
四
年
（
八
三
七
）
一
二
月
丁
酉
（
八
日
）
条
「
脩
二
干
奉
…
レ
納
二
天
王
寺
聖
霊
御
髪
一
」
に
み
え
る
よ
う

に
、
略
し
て
天
王
寺
と
も
い
う
。
飛
鳥
時
代
に
聖
徳
太
子
の
発
願
に
よ
り
、
外
交
・
軍
事
上
の
要
衝
で
上
町
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

難
波
津
に
も
近
い
地
に
創
建
さ
れ
た
。
古
代
に
は
北
に
難
波
宮
（
跡
地
は
現
在
東
区
）
が
あ
り
、
南
大
門
か
ら
熊
野
街
道
が
南
に
走
り
、

西門
付
近
に
は
熊
野
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
た
。



　
四
天
王
寺
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
、

　
　さ
よ
ふ
け
て
あ
し
の
末
こ
す
浦
か
ぜ
に
あ
は
れ
う
ち
そ
ふ
浪
の
音
か
な
（
「
天
王
寺
に
ま
ゐ
り
け
る
に
、
な
に
は
の
う
ら
に
と
ま
り

　
　
て
よ
み
侍
り
け
る
」
肥
後
・
『
新
古
今
集
』
九
一
九
）

　
　た
き
ぎ
つ
き
煙
も
す
み
て
さ
り
に
け
ん
こ
れ
や
な
ご
り
と
み
る
ぞ
か
な
し
き
（
「
天
王
寺
に
ま
ゐ
り
て
、
舎
利
を
を
が
み
た
て
ま
つ

　
　り
て
よ
み
侍
り
け
る
」
鰭
西
・
『
千
載
集
』
一
二
〇
九
）

　
　よ
を
す
く
ふ
あ
と
は
む
か
し
に
か
は
ら
ね
ど
は
じ
め
た
て
け
ん
時
を
し
そ
思
ふ
（
「
天
王
寺
御
幸
の
と
き
、
古
寺
忍
昔
と
い
へ
る
こ

　
　こ
ろ
を
よ
め
る
」
定
長
・
『
千
載
集
』
　
一
二
五
三
）

な
ど
多
数
見
ら
れ
る
。

　

「か
め

井
の水
」
は
、
こ
の
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
亀
井
堂
の
井
泉
の
こ
と
で
、
古
来
、
名
水
と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
摂
津
名
所
図
会
』
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

．

ほ
．
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま

　
　
桁行
六
間
三
尺
、
梁
行
三
間
五
寸
。
霊
泉
は
金
堂
の
中
な
る
青
竜
池
よ
り
流
れ
出
つ
る
な
り
。
白
き
石
の
間
よ
り
玉
の
ご
と
く
清
泉

　
　
ゆ
し
ゆ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
い
し
の
た
ま
で
み
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ロ
に
　
う
の

　
　涌
出
す
る
よ
り
、
白
石
玉
出
水
と
な
つ
く
。
ま
た
皇
太
子
御
姿
を
う
つ
し
楊
枝
の
御
影
を
書
か
せ
た
ま
ふ
に
よ
り
、
影
向
井
と
も

　
　
　
　
　
　
　
せ
き
た
ん

　
　
い
ふ
。
ま
た
石
鏑
の
亀
よ
り
流
れ
出
つ
る
よ
り
亀
井
と
も
い
ふ
。
あ
る
が
い
は
く
、
白
石
玉
出
水
の
旧
跡
は
一
心
寺
本
堂
の
西
、
竹

　
　
林
の中
に
あ
り
と
そ
。
む
か
し
は
境
地
広
く
し
て
、
こ
の
地
も
廓
内
に
し
て
亀
井
水
の
名
あ
る
か
。
『
本
願
縁
起
』
云
ふ
「
地
に
は

　
　
七

宝を
敷
け
り
。
ゆ
ゑ
に
青
竜
つ
ね
に
守
護
し
麗
水
東
に
流
る
。
こ
れ
を
号
け
て
白
石
玉
出
水
と
云
ふ
。
慈
悲
心
を
も
つ
て
こ
れ
を

　
　
　
　
　
ほ
う
さ
い

　
　
飲
め

ば法
菜
と
な
る
」
と
云
々

と
記
し
て
い
る
。
白
石
玉
出
の
水
は
、
地
中
を
西
へ
抜
け
て
、
有
栖
山
新
清
水
寺
（
現
、
天
王
寺
区
伶
人
町
）
の
舞
台
下
の
切
り
岸
に
湧

出
し
て
、
玉
手
の
滝
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
滝
は
京
都
清
水
寺
の
音
羽
の
滝
を
模
し
た
も
の
で
、
嘉
永
年
間
に
設
け
ら
れ
た
ら
し
い
。

「風
に

紅葉
』
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て



「風
に

紅葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て

『天
王寺
区
史
』
で
は
、
玉
出
で
は
な
く
、
玉
手
の
水
と
し
て
、
一
心
寺
の
西
崖
下
の
四
恩
学
園
玉
水
分
園
（
現
、
天
王
寺
区
逢
阪
下
之

町
）
の
も
の
を
指
し
て
い
る
が
、
左
記
の
よ
う
に
『
摂
津
名
所
図
会
』
で
は
、
＝
心
寺
本
堂
の
西
竹
林
の
中
」
と
し
て
い
る
。

　

『玉
葉
』
『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
『
平
家
物
語
』
に
も
亀
井
の
水
の
記
述
が
み
え
る
。
ま
た
、
「
大
江
岸
」
の
項
で
あ
げ
た

『高
野
参
詣
日
記
』
の
少
し
前
文
に
は
、
天
王
寺
に
詣
で
て
、
亀
井
の
水
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
歌
枕
で
も
あ
り
、

　
　よ
う
つ
よ
を
す
め
る
か
め
ゐ
の
み
つ
は
さ
は
と
み
の
を
が
は
の
な
が
れ
な
る
ら
ん
（
「
天
王
寺
に
ま
ゐ
り
て
か
め
ゐ
に
て
よ
み
侍
け

　
　る
」
弁
乳
母
・
『
後
拾
遺
集
』
一
〇
七
一
）

　
　あ
さ
か
ら
ぬ
ち
ぎ
り
の
程
ぞ
く
ま
れ
ぬ
る
か
め
井
の
水
に
か
げ
う
つ
し
つ
つ
（
「
天
王
寺
へ
ま
ゐ
り
て
か
め
井
の
水
を
み
て
よ
み
け

　
　る
」
西
行
・
『
山
家
集
』
八
六
三
）

『栄華
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
巻
第
三
十
一
「
殿
上
の
花
見
」
に
は
、
長
元
四
年
（
一
〇
三
こ
九
月
の
上
東
門
院
彰
子
の
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

四

天
王寺
参
詣
の
記
事
が
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ん
　
　
　
　
ほ
ど

　
　
廿
九
日
に
帰
ら
せ
給
つ
い
で
に
、
亀
井
の
水
の
も
と
に
寄
ら
せ
給
て
御
覧
ず
る
程
に
お
ぼ
し
め
し
け
る
、

　
　
　
　
に
ロ
ヒ
ロ
　
　
　
　
か
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
ニ
シ
う
　
ち
り

　
　
　
　濁
り
な
き
亀
井
の
水
を
む
す
び
上
げ
て
心
の
塵
を
す
・
ぎ
つ
る
か
な

　
　
　
お
ほ

　
　と
仰
せ
ら
れ
た
り
け
ん
も
、
げ
に
い
と
を
か
し
く
こ
そ
。
（
下
、
三
五
三
頁
）

と
あ
り
、
『
新
古
今
集
』
に
は
「
天
王
寺
の
か
め
井
の
水
を
御
覧
じ
て
」
の
詞
書
と
と
も
に
、
こ
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
風
に
紅

葉
』
に
お
け
る
こ
の
箇
所
も
、
右
の
歌
を
引
歌
と
し
て
い
る
。

　

「す
み
よ
し
」
は
「
住
吉
」
。
現
、
大
阪
市
住
吉
区
。
住
吉
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
『
摂
津
国
風
土
記
逸
文
』
に
、
「
住
吉
と
称
ふ
所
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
な
く
ら
　
　
な
が
を
か

は
、
昔
息
長
足
比
売
の
天
皇
（
神
功
）
の
世
、
住
吉
の
大
神
現
れ
出
で
、
天
下
を
巡
行
し
て
、
住
む
可
き
国
を
克
ぐ
時
、
沼
名
椋
の
長
岡

の前
に
到
り
、
乃
ち
「
斯
れ
実
に
住
む
べ
き
の
国
な
り
」
と
謂
ひ
、
遂
に
讃
称
し
て
「
真
住
み
吉
し
、
住
吉
の
国
」
と
云
ひ
て
、
伍
り
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
み
　
の
　
え

神
社
を
定
む
。
今
の
俗
、
略
し
て
直
ち
に
須
美
乃
叡
と
称
す
」
と
地
名
起
源
説
話
が
記
さ
れ
る
。
聾

　
大
阪
市
の南
部
に
あ
っ
て
、
東
部
は
上
町
台
地
の
丘
陵
、
西
部
は
大
和
川
・
木
津
川
河
口
の
低
地
に
至
る
地
域
で
、
仁
徳
天
皇
が
「
墨

江
之津
」
を
定
め
て
こ
の
地
に
港
を
開
か
れ
（
『
古
事
記
』
）
、
ま
た
、
海
上
の
守
護
神
住
吉
神
社
の
勧
請
鎮
座
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

か
つ
て

は

海
に

面し
た
松
原
の
続
く
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
古
来
歌
枕
と
し
て
多
く
の
歌
が
残
っ
て
い
る
。
「
す
み
よ
し
」
は
そ
の
ま

ま
「
住
吉
社
」
を
意
味
す
る
場
合
が
多
く
、
松
は
住
吉
社
の
象
徴
で
神
木
で
あ
る
た
め
、
歌
枕
で
は
読
み
合
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　あ
ま
く
だ
る
あ
ら
人
神
の
あ
ひ
お
ひ
を
お
も
へ
ば
ひ
さ
し
住
吉
の
松
（
「
す
み
よ
し
に
ま
う
で
て
」
安
法
・
『
拾
遺
集
』
五
八
九
）

　
　う
き
な
が
ら
ひ
さ
し
く
そ
世
を
す
ぎ
に
け
る
あ
は
れ
や
か
け
し
住
吉
の
松
（
俊
成
・
『
新
古
今
集
』
　
一
七
九
三
）

　
　す
み
よ
し
と
あ
ま
は
つ
ぐ
と
も
な
が
ゐ
す
な
人
忘
草
お
ふ
と
い
ふ
な
り
（
「
あ
ひ
し
れ
り
け
る
人
の
住
吉
に
ま
う
で
け
る
に
よ
み
て

　
　
つ
か
は
し
け
る
」
忠
峯
・
『
古
今
集
』
九
一
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5

　

「あ
へ
の
・
わ
う
し
」
は
「
阿
倍
王
子
神
社
」
。
現
、
大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
元
町
。
阿
倍
野
街
道
（
熊
野
街
道
）
に
面
し
、
伊
弊
　
　
　
　
｝

諾
大
神
・
伊
弊
再
大
神
・
素
蓋
鳴
大
神
を
祀
る
。
『
神
道
大
辞
典
』
亘
に
よ
れ
ば
、

　
　
平
安
時代
の
熊
野
詣
と
共
に
発
達
し
た
熊
野
九
十
九
王
子
の
第
二
社
で
、
宇
多
法
皇
を
始
め
後
鳥
羽
上
皇
に
至
る
ま
で
歴
代
の
法
皇
、

　
　
上皇
は
熊
野
御
幸
の
途
次
当
社
を
御
遙
拝
ま
た
は
御
奉
幣
あ
つ
た
と
伝
ふ
。
古
来
王
子
権
現
、
阿
部
権
現
と
称
せ
ら
れ
、
衆
庶
の
参

　
　
拝多
く
、

と
あ
る
。
藤
原
定
家
の
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
（
噺
群
書
類
従
本
）
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
月
六
日
条
に
「
払
暁
。
私
出
馬
指
ゴ

参
阿
倍
野
王
子
一
。
（
先
達
相
伴
致
二
奉
幣
之
儀
一
。
参
⊇
程
士
ロ
社
一
。
）
」
と
見
え
、
正
中
三
年
（
一
三
二
六
）
の
熊
野
縁
起
に
は
道
中
王
子
次
第
と

し
て
「
安
倍
野
」
を
あ
げ
て
い
る
。
社
記
に
よ
れ
ば
、
寛
弘
年
間
（
一
〇
〇
四
～
二
一
）
の
創
建
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
将
は
、
陰
暦
八
月
二
十
日
す
ぎ
の
夜
明
け
方
に
乗
船
。
京
か
ら
淀
川
を
下
っ
て
、
渡
辺
津
よ
り
下
船
し
て
熊
野
街

「風
に紅
葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て



「
風
に紅
葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て

道
を
南
下
、
「
な
に
は
の
て
ら
」
す
な
わ
ち
四
天
王
寺
に
参
詣
。
境
内
の
「
亀
井
の
水
」
で
手
を
清
め
て
祈
願
。
し
か
し
、
訪
ね
て
き
た

高
徳
の
僧
が
住
吉
に
居
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
日
は
そ
こ
で
一
泊
。
翌
日
、
馬
で
、
さ
ら
に
南
下
し
て
、
熊
野
九
十
九
王
子
の
第
二
王
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け
　
　
た
ま
が
き

「阿倍
野
王
子
」
（
現
「
阿
倍
王
子
神
社
」
）
を
通
過
す
る
と
、
住
吉
神
社
の
「
朱
の
玉
垣
」
が
目
に
染
み
る
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
行
程

二日
の
記
述
で
あ
る
。

　貞
治
三
年
（
＝
二
六
四
）
の
将
軍
足
利
義
詮
の
住
吉
詣
を
記
し
た
『
住
吉
詣
』
（
欄
群
書
類
従
本
）
に
、

　
　卯
月
上
旬
の
こ
ろ
、
津
の
国
難
波
の
浦
み
む
と
て
、
か
の
所
に
ま
う
で
け
る
に
、
淀
よ
り
舟
に
の
り
て
、
こ
・
の
河
づ
ら
か
し
こ
の

　
　山
々
を
な
が
め
行
く
に
、
（
中
略
）
夜
明
け
も
て
ゆ
く
ほ
ど
に
、
長
柄
と
い
ふ
所
に
つ
き
ぬ
。
い
に
し
へ
は
此
所
に
橋
あ
り
て
、
人

　
　
のゆ
き
か
よ
ひ
し
が
、
今
は
は
し
の
跡
と
て
は
、
わ
つ
か
に
古
く
ひ
ば
か
り
な
り
。
（
中
略
）
朽
ち
果
て
し
長
柄
の
橋
の
長
ら
へ
て

　
　け
ふ
に
逢
ひ
ぬ
る
身
ぞ
ふ
り
に
け
る
、
や
う
く
難
波
の
浦
に
つ
き
ぬ
。
（
中
略
）
天
王
寺
に
た
ち
よ
り
見
れ
ば
、
聖
徳
太
子
四
天
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6

　
　
王を
を
さ
め
お
き
給
ふ
。
（
中
略
）
石
の
鳥
居
、
亀
井
の
水
な
ど
、
心
し
つ
か
に
な
が
め
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　よ
う
つ
代
を
亀
井
の
水
に
結
び
お
き
て
行
末
長
く
我
も
頼
ま
む

　
　そ
れ
よ
り
住
よ
し
に
ま
か
り
て
、
（
後
略
）

と
あ
り
、
『
風
に
紅
葉
』
の
行
程
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

　ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
の
若
紫
巻
の
冒
頭
に
、
光
源
氏
が
癒
病
に
か
か
り
北
山
の
聖
の
も
と
に
、
加
持
を
受
け
に
訪
れ
る
場
面
が
あ
る

が
、
『
風
に
紅
葉
』
の
場
合
と
対
比
す
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
（
『
源
氏
物
語
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
使
用
。
『
風
に
紅
葉
』
は
、

適宜
、
か
な
を
漢
字
に
訂
正
し
、
も
と
の
仮
名
を
振
仮
名
と
し
て
残
す
ほ
か
、
濁
点
を
施
す
。
）



源

氏

物

語

風

に

紅

葉

方
角

き
た
や
ま
北
山

　
　
か
た
海
の
方
。
天
王
寺
・
住
吉
（
南
へ
）

御
供

　
　
　
　
よ
た
り
い
つ
た
り
む
つ
ま
し
き
四
五
人

　
め
の
と
御
乳
母
の
民
部
卿
、
そ
の
子
供
、
さ
ら
で
も
む
つ
ま
し
き
殿
上
人
二
三
人

出
発

暁

あ
り
あ
け
有
明
の
月
と
・
も
に

季
節

や

よ
ひ
三
月
の
つ
ご
も
り

八月
廿
日
あ
ま
り

景色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
京
の
花
、
さ
か
り
は
み
な
過
ぎ
に
け
り
。
山
の
桜
は
ま
だ
さ
か
り
に
て
入
り
も
て
お
は
す
る
ま
ま
に
、
霞
の
た
・
ず
ま
ひ
も
を
か
し
う
見
ゆ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
こ
す
・
き
、
か
る
か
や
な
ど
秋
の
草
ど
も
・
、
京
よ
り
ほ
の
か
に
あ
は
れ
げ
に
て

僧
の
住
い

みね
　
　
　
　
　
　
ふ
か
　
　
い
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
じ
り
　
　
　
　
　
ゐ
峰
高
く
、
深
き
岩
の
中
に
ぞ
、
聖
入
り
居
た
り
け
る

　
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ほ
り
海
面
に
潟
の
ご
と
く
な
る
庵
、
す
・
き
、
か
る
か
や
な
ど
を
か
、
事
に
結
び
て
ぞ
あ
り
け
る

一2
7
一

『風
に

紅葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て



「風に
紅
葉
」
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て

　
こ
の
よ
う
に
、
北
と
南
、
春
と
秋
、
山
と
海
と
設
定
を
変
え
て
い
る
の
は
、
有
名
な
若
紫
巻
の
描
写
を
む
し
ろ
積
極
的
に
取
入
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　た
だ
し
、
『
風
に
紅
葉
』
の
場
合
、
道
行
文
と
し
て
は
、
冒
頭
に
あ
げ
た
定
義
か
ら
考
え
る
と
、
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
歌
枕
も
折
り
こ
み
、
古
歌
の
引
用
も
し
て
い
る
が
、
「
わ
た
の
べ
や
」
や
「
に
ご
り
な
き
」
の
有
名
な
歌
を

そ
の
ま
ま
と
っ
て
お
り
、
掛
詞
や
縁
語
等
も
見
当
ら
な
い
。
ま
た
、
先
に
地
名
の
検
討
で
見
た
よ
う
に
、
淀
川
下
り
の
描
写
は
、
本
来
の

道
順な
ら
ば
、
「
鳥
羽
田
の
面
」
「
淀
渡
」
「
今
津
」
1
1
「
柱
本
」
「
長
柄
橋
旧
跡
」
「
渡
辺
」
1
1
「
大
江
岸
」
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
道

行文
の
記
述
で
は
、
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
進
行
性
の
表
現
と
は
言
い
得
な
い
。
お
そ
ら
く
、
作
者
は
淀
川
の
地
理
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
配
慮
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　な
お
、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
氏
は
、
『
横
笛
草
子
』
等
を
例
に
あ
げ
て
、
御
伽
草
子
に
お
け
る
道
行
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
亘
「
尋
ね
」
の
テ
ー
マ
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、
読
者
が
昔
か
ら
文
学
に
よ
っ
て
馴
染
ん
で
き
た
街
道
と
そ
　
　
　
　
一

の

沿
道
の

地名
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
掛
詞
や
古
歌
引
用
も
大
部
分
は
平
安
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
は
、
珍
ら
し

い

地名
で
読
者
の
興
味
を
起
こ
し
た
り
、
新
し
い
世
界
に
導
こ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
誰
も
が
知
っ
て
い
る
名
所
、
古
歌
を
引

用
し
、
平
安
時
代
の
雰
囲
気
を
甦
ら
せ
よ
う
と
努
め
た
ら
し
い
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
横
笛
草
子
』
の
場
合
も
、
羅
生
門
や
北
野
、

大
井川
、
嵯
峨
、
北
山
の
よ
う
な
有
名
な
地
名
を
十
一
ほ
ど
順
序
出
鱈
目
に
並
べ
た
り
し
て
京
都
の
名
所
を
折
り
こ
み
、
『
千
載
集
』
の

歌を
引
用
し
た
り
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
御
伽
草
子
の
道
行
文
の
特
色
を
考
慮
す
る
と
、
大
体
、
同
時
代
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
『
風
に
紅
葉
』
の
場
合
も
、
あ
る
程

度そ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。



注

（1
）
　
道
行
文
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
角
田
一
郎
氏
「
道
行
文
研
究
序
論
⇔
・
口
」
二
広
島
女
子
大
学
紀
要
』
第
一
・
五
号
　
昭
和
四
一
年
三
月
・

　
　

昭和
四
五
年
三
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（2
）
　
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
3
4
』
六
七
頁

（3
）
　
　
『
桂
宮
本
叢
書
1
7
』
　
一
六
二
～
　
⊥
ハ
三
頁

（4
）
　
　
『
日
本
古
典
全
集
』
所
収
本
　
上
巻
一
六
九
頁

（5
）
　
歌
集
は
、
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
（
）
内
に
詞
書
、
作
者
、
歌
集
名
、
大
観
番
号
を
示
す
。
以
下
も
同
様
。

（6
）
　
　
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
1
1
』
（
角
川
書
店
）
一
五
九
頁

（7
）
　
　
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
1
0
』
一
一
七
頁

（8
）
　
　
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
吉
田
東
伍
著
（
冨
山
房
）
、
『
文
学
遺
跡
辞
典
　
散
文
編
』
竹
下
数
馬
編
（
東
京
堂
出
版
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（9
）
　
注
6
一
八
七
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（1
0
）
　
竹
山
真
次
著
　
湯
川
弘
文
社
　
昭
和
十
年
　
三
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

（1
1
）
　
注
7
一
二
七
頁

（1
2
）
　
注
4
下
巻
五
二
三
頁

（1
3
）
　
注
7
四
八
頁

（1
4
）
　
注
7
五
五
頁

（1
5
）
　
　
「
大
阪
府
の
地
名
」
（
平
凡
社
）
七
＝
ハ
頁

（1
6
）
　
宮
地
直
一
・
佐
伯
有
義
両
氏
監
修
（
平
凡
社
）
三
八
頁

（1
7
）
　
　
『
文
学
』
第
四
三
巻
六
号
　
昭
和
五
十
年
六
月

〔付記
〕
本
稿
作
成
に
際
し
て
、
『
風
に
紅
葉
』
輪
読
会
（
紅
葉
会
）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
鈴
木
弘
道
先
生
、
中
西
健
治
先
生
か
ら
種
々
御
教
示
い
た
だ
き

　
　
　ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

『風に
紅
葉
』
の
道
行
文
を
め
ぐ
っ
て


